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＜連絡事項＞
・柞木田Dr.の臨時処方は、田名部Dr.より指示頂いている。

＜加藤SGMから＞
・退院支援に関して家族からクレームあり。本人の状態説明なく一方的に施設申し込みを依頼されたとの事。丁寧な対応を心がけてください。

＜患者様連絡事項＞
・清川　一男様～サンメディカルから車椅子届いている。

・高橋　キクヱ様～主治医から転出許可あり、明日に西病棟へ転出予定。

・伊藤　のり子様～金Dr.へ本日の採血結果を報告。
ビーフリード500ml✕2
セフトリアキソン1V+生理食塩液100ml✕2　
3日分処方となる。

・小林　信英様～田名部Dr.診察。服薬中止。
「15日」　点滴）①ラクテック注 500ml
②YDソリタT3　500ml
③ヴィーンD 500ml（フロセミド(20)1A混注）
　　　　　　　　　　　　 (ホリゾン(10)0.5A筋注)
※セフトリアキソン2V+生理食塩液100ml（15：00）
            「16日」　点滴）①YDソリタT3　500ml
　　　　　　　　　　　　　②ヴィーンD 500ml
　　　　　　　　　　　　　③YDソリタT3　500ml（フロセミド(20)1A混注）
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(ホリゾン(10)0.5A筋注)
※セフトリアキソン2V+生理食塩液100ml（15：00）
間違いのないよう、実施してください。

・江刺家　惠子様～膀胱留置カテーテル自己抜去後、自排尿確認できている事を報告。カテーテル挿入せず経過観察の指示。

・野村　泰秀様～退院指示、退院時処方7日分処方済み。初外来日は調整中。

・荒川　スヂヱ様～療養環境変更の為、西病棟Bユニットへ転出。

・三浦　榮子様～持参の点眼薬（ラタノプロスト点眼液・緑内障）使用許可出ている。

・沖田　千賀様～家族より保湿剤塗布の希望あり、本日持参している。都度、対応してください。

・清川　一男様～10/7(月)有料老人ホーム「つばさ」の訪問調査あり。同施設へ結果確認し、受入れ可、との事。日時決まり次第、連絡が来る事となっている。

・田村　満州男様～妻様より交通手段の面で難色を示され、お断りの連絡があったと特養「えんぶり物語」かねひら様より連絡あり。本日、面会時に長男様へ状況確認し「えんぶり物語」への申込みを勧めるよう伝えている。

＜要注目患者様について＞
・金田　とし子様～バイタルサイン異常なし。呼名に追視あり。測定時は手を動かし嫌がる素振りあり。											
・高屋敷 正規様～体温36.3℃、血圧127/80、酸素飽和濃度98％、酸素1L流量
中。意識明瞭、声掛けに反応良好。泥状～水様便あり。

・小林　信英様～体温35.8℃、血圧83/48、酸素飽和度、時折測定できないことあり。両上肢浮腫持続。JCSⅢ-200。

・江刺家　惠子様～10時、14時とオムツ内に排尿確認している。

・片岡　キミ様～準夜帯でミトン外し頻回にみられ、対応要している。日中ミトン外しあり、対応。スタッフへ話し掛け多い。

・伊藤のり子様～深夜帯にて体温40℃までの発熱あり。日中は36.5～37.6℃で経過している。食事は自力で全量摂取し、適宜水分補給している。							
・清水　ヨシ様～全介助で車椅子移乗。ケア時大声あげるも粗暴行為はない。食事は手が止まるため後半介助で全量摂取。座位2時間程度でずり落ちあり、姿勢正している。

・古里　セキ様～朝食時、服薬は拒否無く飲んでいたが、ロナセンテープは拒否。
昨日分のロナセンテープはすでに身体からはがされている。時間を置いて対応している。

・滝上　八重子様～朝から歩行不安定で車椅子使用している。右手は全体的に紫斑ありやや腫脹みられるが、自動運動可能で日課支障なし。

・上野　揚子様～準夜帯で22：45不眠時の継続指示、23：50	不穏・興奮時の継続指示を使用している。日中は眠気みられ、声掛け要している。

・天間　イト様～早朝から体動活発で転倒、転落のリスク高く、車椅子へ移乗。食事は手が止まるため介助で全量摂取。体操は模倣動作あり。

・佐々木　節郎様～動作緩慢で部屋でぼんやり座っていることが多い。流涎やむせはない。失禁多く、オムツ対応。朝食は全量、昼食は1/3摂取している。活気のなさ目立つ。
＜皮膚科往診＞
・野村　泰秀様～仙骨部は治癒の為、処置終了。他、デルモゾールDP軟膏塗布の指示あり。

・櫛桁 徳男様～左膝に径1センチの表皮剥離あり、テラマイシン軟膏+ガーゼ保護の指示あり。他、同前処置。
 
・清川　一男様～右膝、陰嚢部テラマイシン軟膏塗布の指示あり。

・大久保　和子様～両膝は治癒の為、処置終了。他、同前処置。

・柳沢 トシ様～右前腕部、発赤+びらんテラマイシン軟膏+ガーゼの指示あり。

・滝上　八重子様～右鎖骨下部前端に径1.5cmの表皮剥離、痂皮あり。テラマイシン軟膏+ガーゼ保護の指示あり。

・中村　幸子様～右前腕部に表皮剥離あり、テラマイシン軟膏+ガーゼ保護の指示あり。

・中居　ゆり様～左大転子部は治癒の為、処置終了。

・田村　満州男様～右前腕部ヘパリン類似物質クリームに変更となり、塗布の指示あり。

・伊藤　のり子様～仙骨部ブロメライン軟膏に変更となり、塗布の指示あり。

・苅谷　江利子様～背部に掻痕あり、デルモゾールDP軟膏塗布の指示あり。他、同前処置。

・川守田　伸様～両前腕部、同前処置。左肘から前腕に発赤、腫脹、熱感あり、蜂窩織炎疑いで主治医より処置あり。

＜栄養から＞
[bookmark: _GoBack]・石ケ森　泰子様～食意不振あり。本人に確認すると量が多い、皿が多いと訴えあり。夜から粥→硬粥、粗キザミに変更となる。

・古里　セキ様～入院時から10kg減。精神症状による拒食続いている為、食事形態は変更せず、様子観察とする。					
